
 

 

 

 

 

            

 広島大学大学院から，「大学院生による小学校の授業で音楽におけるアウトリーチを行いたい」と

協力依頼があったので実施する運びとなりました。 

音楽によるアウトリーチとは，従来のコンサート形式を超えて，演奏家と聴衆者がお互いにコミュ

ニケーションを取りながら演奏を行う新しい形のコンサート形式を作り出すことだそうです。今日

は，広島大学大学院の音楽科の大学院生が 4 名来校して，6 年生に音楽の授業に参加してください

ました。 

 今日の授業の内容は，滝廉太郎の「花」・「箱根八里」・「荒城の月」でした。担任が授業を進めなが

ら，いつもなら CD で音楽を視聴するところを，音楽科の大学院生による，独唱や二部合唱を聴い

て，子ども達はとても感動していました。アウトリーチの授業は，子ども達にとって，とても有効で

深い学びを得ることができました。３学期は，３年生の授業に参加していただく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日の警固屋小学校 １２月１４日(水) 

広島大学大学院生の研究協力授業 (音楽の授業におけるアウトリーチの研究) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           今日の献立「ご飯，牛乳，さばの生姜煮，白菜のおかか和え，かきたま汁」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日の給食 


